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e-Axle について 

スバル ソルテラ（XEAM10X, YEAM15X） 
1. はじめに  

輸入車 BEVをはじめ、電動車両の技術進化により採用がはじまっているパワートレーン e-Axle。 

今回は、この e-Axle について以下の内容を紹介します。 

・e-Axle とは 

・e-Axle とガソリンエンジンの比較 

・e-Axle の補給形態 

 

 注意：e-Axle は高電圧部品に該当します。作業には労働安全衛生法第 59条ならびに、労働安全 

規則第 36条により特別教育の受講が義務付けられています。 

 

2. e-Axle とは  

（1）e-Axle とは 

e-Axle は電動車両の駆動システムです。 

ソルテラには前輪駆動モデルと四輪駆動モデルが 

設定されており、e-Axle は前輪駆動モデルは車両 

前方に、四輪駆動モデルは車両の前方と後方の 

両方に搭載しています。 

 

 

 

 

 写真はソルテラの車両前方に搭載されている e-Axle の 

展示カットモデルです。 

インバータ（直流電流を交流電流に変換）、 

ギヤボックス（減速機）、モータ（駆動力を発生） 

などが一体化されています。 

なお、前輪駆動モデル、四輪駆動モデルともに車両 

前方に搭載される e-Axle は同じ仕様です。 

 

 

 

  

特別記事 

 

前輪駆動 四輪駆動 

e-Axle e-Axle 

e-Axle 
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一般的に①インバータ、②ギヤボックス、③モータの 

3部品が一体化された e-Axle を 3in1（スリーインワン） 

と呼びます。 

 

 輸入車には 8in1 (エイトインワン)も存在し、 

  上記 3部品の他に、DC-DCコンバータ、車載充電器、 

 電池管理システム、モータコントロールユニット、 

 車両コントロールユニットなどを統合しています。 

 参考までに BYDは 8in1 を採用しています。 

 

（2）e-Axle のメリット 

①インバータ、②ギヤボックス、③モータの 3部品を一体化することで、軽量かつコンパクトになり

ます。これにより、フロントオーバハングが短縮され室内空間を拡大することができます。また軽量

化は電費性能の向上にもつながります。さらに、e-Axle の低背化（製品自体の高さを抑えること）に

よりフードの高さを抑え空気抵抗を下げることも可能です。 

 

3. e-Axle とガソリンエンジンの比較 

（1）外観（正面） 

 小排気量（1330cc）のガソリンエンジンと比較してもコンパクトな e-Axle が確認できます。 

高さ、幅ともにおよそ 2/3程度のサイズになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）外観（右側面） 

 前後の長さもおよそ 2/3程度のサイズになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

e-Axle 
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4. e-Axle の補給形態  

（1）補給形態（正面、後面） 

 e-Axle （青網掛け部）は Assy補給のみの設定です。正式名称は 「トランスアクスル Assy（モータ& 

インバータツキ）」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）補給形態（左側面、右側面） 

 e-Axle に取付けられる周辺部品（ホース類、ハーネス、インシュレータ）などは、 

それぞれ部品設定されています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

5. おわりに  

 e-Axleのコンパクトさと軽量性は、自動車の性能や効率を高める重要な要素です。これにより、省スペースで

の設計が可能となり、車両全体の設計自由度も向上する可能性があります。この技術は、今後さらに普及し、

電動車両のパワートレーンにおいて重要な役割を果たすことが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正面 後面 

右側面 左側面 
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BMW 218d ｱｸﾃｨﾌﾞﾂｱﾗｰ(U06)(22BY20)の 

フロント構造について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．はじめに 

2022年 6月にビー・エム・ダブリュー株式会社から発売された 218d アクティブツアラー（U06）

（22BY20）のフロント構造について紹介します。今回紹介する車両は M Sportモデルで、エクステ

リアやインテリアに Mのバッジ、シャドーラインエクステリアなどが装備されています。 

後半では、同じプラットフォームの 118iおよび異なるプラットフォームの前型 218iの部品レイアウ

ト等について比較して紹介します。 

 

2．フロントバンパ周辺の構造  

（1）フロントバンパトリムパネルとセンサ類 

フロントバンパトリムパネルにはパーキングアシストやドライビングアシスト用のセンサが取付け

られています。フロントグリル中央部に①フロント長距離レーダセンサおよび②フロントカメラ、③

フロントセンサがフロントグリル中央部および左右ヘッドライトの中央寄り下部の計３箇所、④レ

ーダセンサ近域センサが両側ヘッドライトの外側寄り下部の２箇所、そして⑤超音波センサが全部

で６箇所に配置されています。 

  

新型車構造情報 

③フロントセンサ 

（両側） 

⑤超音波センサ（両側計６箇所） 

①フロント長距離 

レーダセンサ 

④レーダセンサ 

近域センサ 

（両側） 

③フロントセンサ 

②フロントカメラ 
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（2）フロントバンパトリムパネル取外し 

フロントバンパトリムパネルの裏側にはアッパエアガイドが取付けられており、アッパエアガイド

の中央にはフロント長距離レーダセンサが取付けられています。フロントバンパトリムパネルを取

外す際、アッパエアガイドおよびフロント長距離レーダセンサが一体で外れますが、フロント長距

離レーダセンサのコネクタを切離すことができません。 

そのため、以下の順番でフロントバンパトリムパネルを取外します。 

①フロントバンパトリムパネル、アッパエアガイド、フロント長距離レーダセンサを一体で取外す。 

②フロントバンパトリムパネルから、アッパエアガイドのツメを解除して取外す。 

③アッパエアガイドをボデー側に戻し、フロントバンパトリムパネルのみを取外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フロントバンパトリムパネルは、フロントロアバンパキャリアにツメで取付けられています。そのた

めフロントバンパトリムパネルを取外すにはエンジンアンダカバーを外す必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フロントロアバンパキャリア 

□：アッパエアガイドのツメ 

アッパエアガイド 

フロント長距離 

レーダセンサ 

フロントバンパトリムパネル取外し状態 

○：コネクタ 



 自研センターニュース 2024 年 11 月号 7 

 

 

（3）フロントバンパケーブルセットおよびケーブルセットフロントエンド 

フロントバンパケーブルセットは、フロントバンパトリムパネルのロアセンタグリルおよび左右ホ

ルダにクリップおよびはめ込みで取付けられており、超音波センサ、フロントカメラ、フロントセン

サおよびレーダセンサ近域センサに接続されています。 

ケーブルセットフロントエンドはフロントバンパキャリアに取付けられており、フロント長距離レ

ーダセンサやフロントセンサ、センサ歩行者保護システム PTS、高音域ホーンおよび低音域ホーン

に接続されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※フロントバンパトリムパネル脱着の際、フロント長距離レーダセンサおよびレーダセンサ近域セン

サに対して診断システムを接続して再設定作業が必要になります。 

 

超音波センサ用ブラケット 

超音波センサ 
フロントバンパトリムパネルには超音波センサ用ブラケットが貼付けられ

ています。超音波センサ用ブラケットは単品補給の設定はなく、フロント

バンパトリムパネルと一体補給です。なお、フロントバンパトリムパネル

は超音波センサ用の穴が開いた状態で補給されます。 

フロントバンパケーブルセット 

フロントカメラ 
フロントセンサ 

超音波センサ 
レーダセンサ 

近域センサ 

ケーブルセット 
フロントエンド 

フロント長距離レーダセンサ 

センサ歩行者保護システムＰＴＳ 

低音域ホーン 
（左側） 

フロントバンパキャリア 

フロントセンサ 
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（4）フロントバンパトリム周辺の構成部品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）フロントバンパキャリア 

フロントバンパキャリアとフロントロアバンパキャリアはアルミニウム合金製です。フロントバン

パキャリアはアッパ変形エレメントを介してエンジンキャリア（サイドメンバ）に取付けられてお

り、フロントロアバンパキャリアは前側が上下方向接続部でフロントバンパキャリアに取付けられ、

後方はロア変形エレメントおよびアダプタを介してフロントホイールキャリア（サスペンションメ

ンバ）に取付けられています。 

フロントロアバンパキャリアを配置することで足払いの機能を持たせて歩行者の脚部を保護する構

造となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
※写真は構造がわかりやすいよう
にフロントサスペンションを取外
した状態で撮影。 

上下方向接続部 

フロントホイール
キャリア 

フロントバンパ 
キャリア 

アッパ変形エレメント 
エンジンキャリア 

フロントロア 
バンパキャリア 

アダプタ ロア変形エレメント 

ホルダ 

フロントグリル 

フロント 
カメラ 

レーダ 
ドーム 
 

アッパサポート 

フロントセンサ 

アッパエアガイド 
フロント長距離 
レーダセンサ 

バンパガイド下 

超音波センサ 

外気温度センサ ライセンスプレート 
ベースフロント 

フロントエンジンフードシーリング 

ＰＤＣコンバータ 
シールドリング 

フロントバンパトリムパネル 

エンブレム 

牽引フックカバー 

サイドカバー 

飾りプレート 

サイドグリル 

アブソーバ 
ファネル 

ロアセンタグリル 

無線リモートコントロール
レシーバ 

レーダセンサ 
近域センサ 

フロントバンパケーブルセット エンジンルームシールドアダプタ 

フロントセンサ 

ホルダ 
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フロントバンパキャリアを取外す際、左右アッパホルダの取外しが必要です。アッパホルダには LED

ヘッドライト AHL の下部がはめ込まれているため、LED ヘッドライト AHL を先に取外す必要が

あります。（LEDヘッドライト AHL の取付け構造については次ページ参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フロントバンパキャリア前側には、センサ歩行者保護システム PTSが組込まれたショックアブソー

バが取付けられています。 

歩行者の頭部を保護するためにアクティブエンジンフードを採用しており、センサ歩行者保護シス

テム PTSが圧力を感知した際にエンジンフード後端が上昇し、歩行者の頭部を保護します。 

 

 

 

 

 

 

（6）フロントバンパキャリア周辺の構成部品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センサ歩行者保護システムＰＴＳ ショックアブソーバ 

ショックアブソーバ裏側 

〇：ボルト 

Ｖサポート 

フロントバンパキャリア 

フロントロアバンパキャリア 

ラジエータエアガイド 

ショックアブソーバ 

※写真は LED ヘッドライト
AHL を取外した状態 

アッパホルダ 

Ｖサポート 

フロントバンパキャリア 
（アルミ製） 

ショックアブソーバ 

上下方向接続部 

ケーブルセット 
フロントエンド 

フロントロアバンパキャリア 
（アルミ製） 

ラジエータエアガイド 

センサ歩行者保護 
システムＰＴＳ 

サポート 

アッパホルダ 
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3．LED ヘッドライト AHL 

（1）LEDヘッドライト AHL 

LED ヘッドライト AHL 上部は、ホルダヘッドライトおよびクロスサポートフェンダにボルトで取

付けられています。 

 

 

 

 

 

 

※焦点調整は○印の箇所で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）LEDヘッドライト AHL周辺の構成部品 

LED ヘッドライト AHL は、コントロールユニットフロントライトエレクトロニクス等の構成部品

が単品で補給されますが、構成部品とライトユニットとの Assy補給は設定されていません。 

プラケット部補修用部品であるヘッドライトリペアキットはライトユニットとは別に補給され、片

側分３個がセットで部品補給されます。また、取付け用のボルトセットはヘッドライトリペアキット

に含まれないため、別途購入する必要があります。 

 

 

ボルトセット 

ヘッドライトリペアキット 

ヘッドライトシール 

ＬＥＤモジュールターン 
インジケータ／ 
デイタイムランニングライト 

ヘッドライトホルダ 

スペーサ 

セットシーリングヘッドライト 

ＬＥＤヘッドライトＡＨＬ 

コントロールユニットフロント 
ライトエレクトロニクス 

上部 

〇：ボルト 

〇：ボルト 

クロスサポートフェンダ 

ホルダヘッドライト 

ホルダヘッドライト 

下部 
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4．エンジンフード、フロントフェンダ周辺の構造 

（1）エンジンフードおよびフロントフードロック 

エンジンフードはヒンジエンジンフードにナット（左右各 2個）で取付けられています。 

フロントフードロックは、左右それぞれのホルダヘ

ッドライトに取付けられています。 

 

 

ロックストライカがロ

ックされた状態での前

後方向への移動量は約

13㎜です。 

 

 

（2）エンジンフード周辺の構成部品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）アクティブエンジンフード（歩行者保護） 

アクティブエンジンフードは、前述のとおりフロントバンパキャリアに取付けられているショック

アブソーバ裏側のセンサ歩行者保護システム PTSが圧力を感知することで作動します。 

フロントフードロックはホルダヘッドライトに、アクチュエータはヒンジエンジンフードにそれぞ

れボルトで取付けられています。衝突時には、センサ歩行者保護システム PTSの圧力検知によりフ

ロントフードロックおよびアクチュエータがそれぞれ作動します。 

 

①ヒンジエンジンフード取外し 

ヒンジエンジンフードを取外す際は、カバーカウ

ルパート 1およびカバーカウルパート 2を先に取

外す必要があります。また、右側を取外す際はワ

イパリンケージモータ付きを取外す必要があり

ます。 

約１３㎜ 

フロントフードロック 

ホルダヘッドライト 

ロックストライカ 

ラベル冷媒用 ＨＦＯ１２３４ｙｆ 
コーションラベル 

エンジンフード 
（アルミ製） ロックストライカ 

ブラインドプラグ ブラインドプラグ 

エンジンフードインシュレータ 

カバーカウルパート１ 

カバーカウルパート２ 

ワイパリンケージモータ付き 
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ヒンジエンジンフードはエンジンルーム内側からボルトで取付けられています。ボルトの取外し

およびハーネスコネクタを切離す際、右側はウォッシャホースおよびボーデンケーブルの固定部

を取外す必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ヒンジエンジンフード周辺の構成部品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）フロントフェンダおよびホイールハウスサポートキャリアエクステンション 

フロントフェンダはホイールハウスサポートキャリアエクステンションおよびボデーにボルトで取

付けられており、取外しの際はフロントタイヤおよびドアシルカバーの取外しが必要です。 

フロントフェンダ後部（フロントドア側）のボルトはホイールアーチ内側から取付けられているた

め、フロントドアを開閉しなくてもボルトの取外しが可能です。ただし、右側はタンクウインドウウ

ォッシャシステムの取外しが必要となります。 

なお、フロントバンパトリムパネルが取付けられた状態でもフロントフェンダを取外すことが可能

です。（次ページ フロントフェンダ取外し状態の写真参照） 

 

 

 

 

 

 

 

ヒンジエンジンフード 

ガスダンパ 
フロントフードアクティブ 

アクチュエータ 
コネクタホルダ 

右側（エンジンルーム内側視） 

ウォッシャホース 

ボーデンケーブル 

ヒンジエンジンフード 

アクチュエータ 

○：ボルト 
□：固定部 
◇：コネクタ 

フロントフェンダ 

タンクウインドウウォッシャシステム（右側） 

ドアシルカバー 
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ホイールハウスサポートキャリアエクステンションは大型のフロントフェンダブラケットで、イン

ナホイールハウスサポートにボルトで取付けられており、前側はクロスサポートフェンダを介して

ボデーに取付けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）フロントフェンダ周辺の構成部品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．A／C コンデンサ、ラジエータ周辺の構造 

（1）フロントアッパジョイント 

①フロントアッパジョイント取外し 

フロントアッパジョイントは左右がボルトで取付けられています。取外す際には、エアインテーク

ガイドおよびインテークマフラを先に外し、フロントボーデンケーブルをフロントアッパジョイ

ントから取外します。 

 

フロントフェンダ取外し状態 ホイールハウスサポート 
キャリアエクステンション 

※ 

フロントフェンダ 

フロント 
ホイール 

ハウスカバー 

ウェザストリップ 
サイドフレーム 

フロントタイヤ 

シーリングフェンダアッパ 

ドリップモール 

バンパガイド上 

タンクウインドウウォッシャシステム（右側） 

フロントドアシルホルダプレート 

Ａピラーカバー 

※エンブレム（貼付） 

ドアシルカバー 

ホイールハウスサポート 
キャリアエクステンション 

クロスサポートフェンダ 
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②フロントアッパジョイント周辺の構成部品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）ホルダヘッドライトおよびアッパ変形エレメント 

①ホルダヘッドライトおよびアッパ変形エレメント取外し 

ホルダヘッドライトおよび上下方向接続部はスチール製、アッパ変形エレメントおよびロア変形

エレメントはアルミ製です。前述のとおり、アッパ変形エレメントはエンジンキャリア（サイドメ

ンバ）にボルトで取付けられており、ロア変形エレメントはアダプタを介してフロントホイールキ

ャリア（サスペンションメンバ）にボルトで取付けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

フロントアッパジョイント 

インテークマフラ エアインテークガイド 

フロントボーデンケーブル 

○：ボルト 

エアガイドカバー 
固定エレメント 

フロント 
アッパ 
ジョイント 

エアインテークガイド 

インテークマフラ 

固定エレメント 

※写真は構造がわかりやすいようにフロントサスペンション 
およびＬＥＤヘッドライトＡＨＬを取外した状態で撮影。 

アッパ変形エレメント 

ロア変形エレメント 

ホルダヘッドライト 

上下方向接続部 

フロントホイールキャリア アダプタ 

エンジンキャリア 

フロントホイールキャリア 

アダプタ 

○：ボルト 

アダプタ取付け部 

フロント 



 自研センターニュース 2024年 11 月号 15 

 

②ホルダヘッドライト周辺の構成部品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）A／Cコンデンサ、インタクーラおよびラジエータ 

①取付け構造 

A/C コンデンサはラジエータ前面に取付けられており、インタクーラはその下側に配置され両端

がラジエータに固定されています。A/C コンデンサを単独で取外す際は、クーラ配管が右側のア

ッパ変形エレメント内側に取回されているため、先

にアッパカバー、右側ロアカバーおよび両側カバー

アッパの取外しが必要です。 

ラジエータは各クーラントホースを外しファンシ

ュラウドファン付きからハーネスコネクタを切離

して取外します。 

 

 

 

②A／Cコンデンサ、インタクーラおよびラジエータの構成部品 

  

インタクーラ 

ラジエータ 
Ａ／Ｃコンデンサ 

インタクーラ 

チャージエアライン 

ロアカバー 

ロアラジエータフォームシール 

ラジエータ 

ファンシュラウド 
ファン付き 

モジュールベアリング 

ロアカバー 

シーリング 

モジュール 
ベアリング 

フォームシーリング 

アッパカバー 

カバーアッパ 

ロアカバー 

Ａ／Ｃコンデンサ 

冷却モジュール 
マウントアッパ 

裏側 

※ラジエータを取外した状態での 

インタクーラは、両側のチャージ  

エアラインでボデー側に保持さ 

た状態 

 

チャージエアライン 

フロントフードロック 

上下方向接続部 

アダプタロア 

アッパ変形エレメント 

アダプタフロント 
キャリア 

ロックカバー 

ロア変形 
エレメント 

ホルダヘッドライト 

フィラパイプ 

高音域ホーン 

右側 



16  自研センターニュース 2024 年 11 月号  

 

③フロントエンドモジュールの一体脱着 

A/Cコンデンサ、ラジエータおよびインタクーラの冷却機構の構成部品は、一体で取外すことが可

能です。また、両側ホルダヘッドライト、両側アッパ変形エレメント、フロントバンパキャリア、

フロントロアバンパキャリアなども含めたフロントエンドの構成部品はモジュール構造として一

体で取外すことが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．エンジンルーム概要 

（1）エンジン・トランスミッション＆フロントサスペンションを取外す前の状態 

調査車両は、B47C20B 直列 4気筒 DOHCディーゼル（1,995cc） 仕様エンジンを搭載しています。 

 

（2）エンジン・トランスミッション＆フロントサスペンション取外し状態 

エンジンルーム内には、ストラットタワーバー、メインハーネス、計量ライン、リザーバ、エンジン

マウント、トランスミッションマウントおよびエバポレータインテークライン等の付属品が下の写

真のとおり配置されています。 

 

 

 

 

 

 

冷却機構の一体脱着 フロントモジュールの一体脱着 

エアコンディショナコンプレッサ 
マグネットクラッチ付き 

ジェネレータ 

バッテリ 

ストラットタワーバー 

断熱材トンネル 

計量ライン 

エンジンマウント 

メインハーネス 

バルクヘッド 
下部 

フロントパネル 
断熱材 トランスミッションマウント 

リザーバ 
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（3）ブレーキ装置 

油圧ユニットおよびコントロールユニットが一体型となっている電子式を採用しており、ブレーキ

倍力装置のブレーキブースタはありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7．類似構造車種（118i(F40)(7K15)、前型 218i ｱｸﾃｨﾌﾞﾂｱﾗｰ (F45)(2A15)）との比較 

218d アクティブツアラー（U06）、118i（F40）（7K15）は「UKL FAARプラットフォーム」、前型

モデルの 218iアクティブツアラー（F45）（2A15）は「UKL2プラットフォーム」を採用しており

構造が似ています。以降では類似構造の３車種について、弊社で調査した車両を例に、外観（特定部

位の地上高）、フロントバンパ周りの構造や主な装備、部品レイアウトについて比較して紹介しま

す。 

なお、構造調査シリーズ J-860「BMW 118i（F40）（7K15）」、J-775「BMW 218iアクティブツア

ラー（F45）（2A15）」では、各車種の構造情報についてより詳しく掲載しています。  

 

(1)特定部位の地上高（単位：㎜） 

■218d はフード先端部が他車より 65 ㎜高く、フロントバンパ下端は最も低くなっており、前面に

厚みがあるデザインとなっている。 

■218d のナンバープレート取付け位置は、キドニーグリルの大型化に伴い、より下方に配置されて

いる。 

 

２１８ｄアクティブツアラー（Ｕ０６） １１８ｉ（Ｆ４０） ２１８ｉアクティブツアラー（Ｆ４５）

①フード先端（中央部） 865 800 800
②エンブレム下端 760 725 720
③ナンバープレート取付ボルト 415 475 500
④フロントバンパ下端 160 190 220
⑤フード端部（ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ上） 815 760 785
⑥フロントフェンダ端部 845 785 840
⑦ホイールアーチ上部 710 685 695

① 

② 

③ 

④ 

⑤ ⑥ 

⑦ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ ⑥ 
⑦ 

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 
⑥ 

⑦ 

ブレーキ装置周辺の構成部品 
ブレーキ装置 

ブレーキ装置 

シーリング 

ブレーキブースタ 

パイプライン 

パイプライン 
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(2)フロントバンパキャリア周辺の構造、主な部品レイアウト① 

■各車で先進安全装備に関わる部品の有無が異なるが、前面のロアバンパキャリアや V サポートは

いずれも共通して配置されている。 

■218d のみ、フロントロアバンパキャリアとロアバンパキャリアが上下方向接続部を介して連結さ

れており、衝撃吸収部材が枠型の構成となっている。 

■ウォッシャタンクは、218d のみフロントフェンダ内に配置されている。 

 

(3) フロントバンパキャリア周辺の構造、主な部品レイアウト② 

■エンジンキャリアより前方の、アッパ変形エレメント、ロア変形エレメント、上下方向で接続する

ストラットなどの構成部品は、3車種ともほぼ同様に配置されている。 

 

(4)エンジンルームの部品レイアウト 

■ディーゼルエンジンとガソリンエンジンの違いはあるが、補機類（コンプレッサ、ジェネレータ）

は 3 車種ともほぼ同じ配置となっており、エンジンルーム内の配管類もクーラ配管が右側エンジ

ンキャリア内側を取回している等、ほぼ同様に配置されている。 

２１８ｄアクティブツアラー（Ｕ０６） １１８ｉ（Ｆ４０） ２１８ｉアクティブツアラー（Ｆ４５）

レーダセンサ取付位置 アッパエアガイド エアガイドフレーム
アクティブエンジンフード ● ●
ロアバンパキャリアの設定 ● ● ●
ウォッシャタンクの位置 右側フロントフェンダ内 右側フロントタイヤ前側 右側フロントタイヤ前側

２１８ｄアクティブツアラー（Ｕ０６） １１８ｉ（Ｆ４０） ２１８ｉアクティブツアラー（Ｆ４５）２１８ｄアクティブツアラー（Ｕ０６） １１８ｉ（Ｆ４０） ２１８ｉアクティブツアラー（Ｆ４５） 

２１８ｄアクティブツアラー（Ｕ０６） １１８ｉ（Ｆ４０） ２１８ｉアクティブツアラー（Ｆ４５）２１８ｄアクティブツアラー（Ｕ０６） １１８ｉ（Ｆ４０） ２１８ｉアクティブツアラー（Ｆ４５） 
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(5)ブレーキブースタ周辺の構成部品 

    

    

ブレーキ倍力装置 電子式 真空倍力式 真空倍力式 

バキュームホース  ● ● 

 

 
●   

■218d はブレーキブースタおよびバキュームホースの設定が無く、油圧ユニットおよびコントロー

ルユニットが一体となっている。 

■218d、118iは、リザーバの形状が前後方向に長く伸びた形状となっている。 

 

8．おわりに 

今回紹介した内容については、モデルイヤーにより部品補給や作業方法が変更される場合があります

ので、修理の見積りや作業におきましては最新の情報を確認してください。 

また、ビー・エム・ダブリュー株式会社では、作業によって専用のワークショップインフォメーショ

ンシステムや SST などを指定しており、該当部位の作業が必要な場合は「認定ボディショップ」へ

の入庫を推奨しています。 

なお、2024年 3月発刊の構造調査シリーズ 「J-951 BMW 218d アクティブツアラー（U06）

（22BY20）」では、構造情報や指数の作業範囲について詳しく掲載しておりますので、併せてご活

用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

油圧ユニット・ 
コントロールユニット一体 

２１８ｄアクティブツアラー（Ｕ０６） １１８ｉ（Ｆ４０） ２１８ｉアクティブツアラー（Ｆ４５） 
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BMW 218d ｱｸﾃｨﾌﾞﾂｱﾗｰ(U06)(22BY20)の 

リヤおよびサイド構造について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．はじめに 

2022 年 6 月にビー・エム・ダブリュー株式会社から発売された 218d アクティブツアラー（22BY20）

のリヤおよびサイドの構造について紹介します。また、後半では同じプラットフォームの 118i および

異なるプラットフォームの前型 218iの部品レイアウト等について比較して紹介します。 

218d の車両は M Sportモデルで、エクステリアやインテリアにMのバッジ、シャドーラインエクステ

リアなどが装備されています。また、これまでの BMWでも採用されていたパーキング・アシスタント

機能に加え、道幅が狭くてすれ違いが困難な道路にも対応しているリバース・アシスト機能※を採用し

ています。 

※リバース・アシスト機能：時速 35km 以下で走行した際に直前 50m の走行ルートを自動的に記憶し、記録したルート

に沿って自動でステアリングを操作しながら後退する機能。 

 

2．リヤバンパ周辺の構造  

（1）リヤバンパトリムパネルと超音波センサ 

リヤバンパトリムパネルには、パーキングアシストやドライビングアシスト用の超音波センサが全

部で 6箇所に配置されています。  

新型車構造情報 

超音波センサ（両側計６箇所） 



 自研センターニュース 2024年 11 月号 21 

 

リヤバンパトリムパネルは、ツメ、クリップ、スクリュで取付けられています。リヤバンパトリムパ

ネル上部のスクリュを外す際は、両側フェンダテールライト内側のガターカバーを外す必要があり

ますが、フェンダテールライトの取外しは不要です。 

ガターカバーは、クリップを外して上方へスライドさせて取外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リヤホイールハウスカバーのスクリュを外してめくり、リヤバンパトリムパネル両端部のスクリュ

を取外します。 

ハーネスを切離す作業では、リペアケーブルセットリヤが室内からテールパネルを通して取回され

ているため、リヤバンパトリムパネルを外しながら超音波センサから各ハーネスコネクタを切離し、

リペアケーブルセットリヤをボデー側に残します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

超音波センサ用のブラケット部は単品補給の設定はなく、リヤバンパ

トリムパネルと一体で補給されます。また、リヤバンパトリムパネル

は超音波センサ用の穴が開いた状態で補給されます。 

なお、リペアケーブルセットリヤは単品補給が設定されています。 

 

 

（2）リヤキャリアとリヤセンタガイド 

リヤキャリアはナットで取付けられています。テールパネルのスタッドボルトにシールリングをは

め込んでリヤキャリアを取付けます。 

  

超音波センサ

（ブラケット部） 

超音波センサ
（ブラケット部） 

：スクリュ 

超音波センサ 

リペアケーブル 
セットリヤ 

←リヤ 

ガターカバー 

フェンダテールライト 

□：スクリュ 

○：クリップ 
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テールパネルにはリヤセンタガイドとリヤブラケットが取付けられています。 

リヤセンタガイドはテールパネルにナットで取付けられており、リヤブラケットと一体で取外しま

す。リヤブラケットにはオートマチックテールゲートオペレーション用のスマートオープナコント

ロールユニットや２つのスマートオープナセンサケーブルが取付けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）レーダセンサ近域センサ等 

ボデー側に残るリヤサイドホルダの上部に無線リモートコントロールレシーバ、下部にレーダセン

サ近域センサが取付けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のとおり、スマートオープナコントロールユニットやレーダセンサ近域センサ等が取付けられ

たリヤブラケットやリヤサイドホルダは、リヤバンパトリムパネルとは一体で外せずにボデー側に

残ります。この構造は多くの BMW車で見られる特徴的な構造です。 

リヤバンパトリムパネル取外し状態 

リヤサイドホルダ 
レーダセンサ 
近域センサ 

無線リモート 
コントロールレシーバ 

リヤブラケットおよびスマートオープナコントロー  

ルユニットはリヤキャリアより内側に配置されます 

が、スマートオープナセンサケーブルはほぼ同じ面 

に配置されています。 

横から見たレイアウト 

リヤセンタガイド 

リヤブラケット 

リヤキャリア 

：テールパネル取付け面 

スマートオープナ
センサケーブル 

リヤキャリア取外し状態 

シールリング 

リヤセンタガイド 

リヤブラケット 

スマートオープナ 
コントロールユニット 

スマートオープナ 
センサケーブル 

リヤバンパトリムパネル取外し状態 

リヤキャリア 



 自研センターニュース 2024年 11 月号 23 

 

（4）リヤバンパトリムパネル周辺の構成部品 

 

（5）フェンダテールライト 

フェンダテールライトを取付けているボルトおよびナットを外すため、ガターカバーを先に取外し

ます。 

室内側から取付ボルトを落下させないよう注意しながら取外し、フェンダテールライトを車両後方

へスライドさせて取外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

リヤバンパトリムパネル 

リヤ牽引フックカバー リヤリフレクタ 
リヤロアバンパトリムパネル 

カバー 

バックル 

＊１：超音波センサ 
＊２：ＰＤＣコンバータシールドリング 

＊１ 

＊１ 

＊１ ＊１ 
＊１ 

＊１ 

＊２ 

＊２ 

＊２ ＊２ 

＊２ 

＊２ 

リヤキャリア（アルミ製） 

アッパスマートオープナ 
センサケーブル 

リヤセンタガイド 

リヤブラケット 

ロアスマートオープナ 

センサケーブル 

シールリング 

コンフォートアクセス 
外部アンテナ 

スマートオープナ 

コントロールユニット 

無線リモートコントロールレシーバ 

リヤサイドホルダ 

アブソーバファネル 

レーダセンサ近域センサ 

○：ナット・ボルト 

○：ボルト 

ガターカバー 
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（6）フェンダテールライト周辺の構成部品 

フェンダテールライトは Assy 補給のみの設定です。 

 

 

 

 

 

 
 

3．トランクリッド（テールゲート） 

（1）トランクリッド（テールゲート） 

トランクリッドを取外す際、トランクリッドの各電装部品からハーネスを切離すため、トランクリッ

ドスポイラを取外します。また、トランクリッドのトリム類を以下の順で取外します。 

 

 

各電装部品から切離したハーネスをボデー側に残して、トランクリッドを取外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トランクリッドダンパは左右で構造が異なり、右側のみ電動式です。 

左側（スプリングストラットドームトランクリッド）はボデー側とテールゲート側のどちらからでも

切離すことが可能です。しかし、右側（スピンドルモータテールゲート）にはオートマチックテール

ゲートオペレーション（全車標準装備）用の配線がボデー側に固定されているため、トランクリッド

を取外す際はテールゲート側で切離します。なお、修理の作業範囲により右側の Dピラーカバーを

取外した場合には、ボデー側でスピンドルモータテールゲートのハーネスコネクタを切離すことが

可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

フェンダテールライト 

ガターカバー 

スプリングストラットドーム 
トランクリッド 

スピンドルモータテールゲート Ｄピラーカバー取外し状態（右側） 

○：コネクタ 

①トリムパネルアッパトランクリッド → ②両側トランクリッドトリムカバー外側 →  

③スイッチトランクリッド → ④トリムトランクリッドロアインナ 

①トリムパネルアッパトランクリッド 

②トランクリッドトリムカバー外側 

③スイッチトランクリッド 

④トリムトランクリッドロアインナ 

トリム類取外し状態 
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（2）トランクリッドテールライト 

トランクリッドテールライトを取外す際、締結要素を取外すためのサービスホールカバーが設けら

れていないためトランクリッドの各トリム類を取外す必要があります。 

 

トランクリッドテールライト裏側からナットを取外

します。ナットは樹脂製のホルダ部にはめ込まれて

おり、ナットを緩めても落下させることなく取外す

ことができます。 

ハーネスコネクタを切離して、ホルダ部ごとトラ 

ンクリッドテールライトを取外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）トランクリッド周辺の構成部品 

 

  

シールトランクリッドテールライト（貼付） 

トリムトランクリッドロアインナ 

トランクリッドトリムカバー外側 
トリムパネルアッパトランクリッド 

スイッチトランクリッド 

ボタン 

トランクリッド 

スリーブ 

エアロブレード 

スイッチトランクリッド 

ホルダアンテナボックス 

トランクストライカ 

リヤライセンスプレートキャリア 

※１ 

トランクリッドテールライト 

※１：モデルレター（貼付） 

ワイパアームリヤ 

リヤウインドウ 

ワイパモータ 

アンテナアンプ 

ライセンス 

プレートライト 
ＬＥＤ 

ブラインドプラグ 

ブラインドプラグ 

ノイズ防止フィルタ 

エンブレム 

連結レバー下 

トランクリッドスポイラ 

警告信号センサ 

トランクリッドテールライト裏側 
ホルダ部 

トランクリッドテールライト 

○：コネクタ 

ホルダ部 

ナット 
トリム類取外し状態 
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（4）トランクリッドヒンジ 

トラックリッドヒンジを取外す作業は左右で異なります。 

左側は、取付ナットを取外すためにルーフ内張りお

よびアダプタルーフ内張りの取外しが必要となりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

右側は、ルーフ内張りの一部を浮かせた状態で、隙間

から取付ナットを外してトランクリッドヒンジを取

外します。 

 

 

  

トランクリッドヒンジ 

アダプタルーフ内張り 

左側 

右側 

ルーフ内張り 

トランクリッドヒンジ 

下側から 

アダプタルーフ内張り 
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（5）トランクリッドヒンジおよびルーフ内張り周辺の構成部品 

 

4．サイドの構造 

サイドは、ドアパネルと一体化したドアハンドル（フラッシュ・ハンドル）を採用したデザインとな

っており、前型 218iとドアハンドル周辺の構造と作業方法に違いがあります。 

ドア内部には、乗員保護を目的としたドアビームが取付けられています。 

そのほか、乗員保護の構造としてボデー側にヘッドエアバッグ、シートベルトおよび加速センサ、ド

アパネルにドアセンサが取付けられています。 

 

  

フロントグリップ 

ルーフ内張り 

サンバイザ 
エンドサポート 

ルームミラー用 
カバー 

サンバイザ 
ラベル付き 

リヤグリップ 

読書灯 
ＬＥＤフロント 

カバーリヤシートベルトセンタ 

リテーニングクランプ 

  

 

 

トランクリッドヒンジ 

アダプタルーフ内張り（左側のみ） 

Ｄピラーカバー（両側） 

アッパＣピラーカバー（両側） Ａピラー 
カバー 
（両側） 

ヘッドレスト 
（両側） 

＊１：カバーリングキャップＩＴＳ 

インサートトレイ 
クリアランスカバー 

トランクルームシルカバー 

サポートサイドメンバ（左側） 

トリムパネルトランクルーム（左側） 

トランクルーム 
フロアトレイパン 

トランクルームカーペット ＊１（両側） 

バッグモビリティセット 
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（1）フロントおよびリヤドア 

フロントドアおよびリヤドアを取外す際は、ドアヒンジ中央部のボルトを取外して分離することが

可能です。取付ける際には残したドアヒンジがガイドとなり着作業が容易になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①カバーパネル外側ドアフラップ（フロント・リヤ共通） 

カバーパネル外側ドアフラップを取外す際は、先端が 1.5㎜程度の工具を使用し、車両の前後方向

からサービスホールに差込み、ドアフラップキャリアから外します。 

フロントドアはハーネスを切離す必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ドアウェザストリップ（フロント・リヤ共通） 

ドアウェザストリップは全周がドアパネルに両面テープで貼りつけられています。ドアウェザス

トリップの補給部品にはドア１枚分のドアウェザストリップとシールタイプの型紙（１台分）が同

梱されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇：ボルト 

〇：ボルト 

ドアウェザストリップ 型紙 

ドアウェザストリップ 

○：コネクタ 

カバーパネル外側ドアフラップ ドアフラップキャリア 
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③ドアウェザストリップ貼付け作業（フロント・リヤ共通） 

ドアウェザストリップを取付ける際には型紙をドアパネルに貼付けますが、型紙のない領域はリ

ペアマニュアルで寸法を確認して印をつけます。型紙に沿ってドアウェザストリップを貼付けて

いき余剰分を切落として差込み、最後に押さえつけます。 

 

④フロントドア周辺の構成部品 

 

 

 

 

フロントドアオペレーティングロッド 

アダプタキャリアフロント 

モータなしフロント 
パワーウインドウ 

フロントドア 
ハーネス 

システム 
ロック 

パワーウインドウ用 
アクチュエータ 

ブラインドプラグ 

中音スピーカ 

ドアセンサ 

コントロールユニット 
ドアフロント 

ドアフラップキャリア 

ウインドウ収納部カバー
外側フロントドア 

フロントドアウインドウガイド 

Ａピラーウェブフロントドア 

Ｂピラーフロント 
ドアカバー 

ドアミラー 

サイドウインドウガラス 
固定フロントドア 

サイドウインドウ 
フロントドア 

ミラーサイドターン 

インディケータ 

ホルダリング 

ドアミラーカバーキャップ 

フロントカメラ 

ワイヤハーネス 

ドアミラーモータ 
セットドアミラー 
カメラブラケット 

ライトモジュール 

ドアミラー 

ドアミラーの構成部品 

ミラーガラス 

フロントドアウインドウ 
フレームカバー 

ドアパネルフロント 

カバーパネル 
外側ドアフラップ 

ブラインドプラグ 

フロントドアインナ 
ウェザストリップ 

フロントドアブレーキ 

パワーウインドウ 
スイッチカバー 

シーリング B ピラー 
パネルフロント下 

型紙貼付け作業 押さえつけ作業 

型紙 



30  自研センターニュース 2024 年 11 月号  

 

⑤ドアビーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）側面の乗員保護構造 

側面の乗員保護としてエアバッグやセンサが取付けられています。事故により影響があったエアバ

ッグなどの部品を交換すると同時に、診断システムに接続して点検を行い、不具合があった場合には

対象のセンサを交換する必要があります。 

 

 

 

 

 

  

■：ドアビームの 
おおよその位置 

リヤアウタアッパベルト 

ヘッドエアバッグ 

加速度センサ 

フロントアッパベルト 

ドアセンサ 

乗員保護を目的としたドアビームがドアパネルの

内側に取付けられており一体で補給されます。 
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5．RPSCR キャタライザ中間パイプ付き、リヤマフラ 

（1）RPSCR キャタライザ中間パイプ付き、リヤマフラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）RPSCR キャタライザ中間パイプ付き、リヤマフラ周辺の構成部品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

排ガス温度センサ 

↑フロント 

尿素選択還元型 
触媒システム 

ディーゼル微粒子 
センサ 

消音器 

SCR タンクアクティブ 

ＮＯｘセンサ 

排ガス温度センサ 

クロスストラットリヤ 
アクスルキャリア 

リヤトンネル
接続キャリア 

↓フロント 

接続スラストプレート 
フロントトンネル 

ラバーマウント 

ラバーマウント 

ＲＰＳＣＲキャタライザ 
中間パイプ付き 

接続スラストプレート 
フロントトンネル 

リヤトンネル 
接続キャリア 

Ｖベルトクランプ 

ホルダエキゾースト 
システム 

クランプスリーブ 

クロスストラットリヤ 
アクスルキャリア 

リヤマフラ 

リヤマフラホルダ 

車両はディーゼルエンジン仕様（エンジン型

式：B47C20B）のため、排ガス対策として尿

素選択還元型触媒システムを採用していま

す。また、騒音対策としての消音器も採用さ

れています。 

排ガス温度センサ、ディーゼル微粒子センサ

および NOx センサで検知した信号がエンジ

ンルーム内のコントロールユニットへ送られ

ます。 

「RPSCRキャタライザ中間パイプ付き」および

「リヤマフラ」を取外す際、クロスストラットリ

ヤアクスルキャリア、リヤトンネル接続キャリ

ア、接続スラストプレートフロントトンネルを取

外し、各センサからコネクタを切離します。 

生産時は一体ですが、補給部品は２分割（RPSCR

キャタライザ中間パイプ付き、リヤマフラ）で補給

されます。そのため、リヤマフラのみを取替える場

合は、車両から一体で取外した後に目安となる打

刻位置または補給部品に合わせてカットして取替

えます。 
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6．類似構造車種（118i（F40）（7K15）、前型 218i ｱｸﾃｨﾌﾞﾂｱﾗｰ（F45）（2A15））との比較 

218d アクティブツアラー（U06）、118i（F40）（7K15）は「UKL FAARプラットフォーム」、前型モ

デルの 218iアクティブツアラー（F45）（2A15）は「UKL2プラットフォーム」を採用しており構造

が似ています。以降では類似構造の３車種について、弊社で調査した車両を例に、外観（特定部位の

地上高）、リヤバンパ周りの構造や主な装備、部品レイアウト、サイド周りおよび下回りの構造につい

て比較して紹介します。 

なお、構造調査シリーズ J-860「BMW 118i（F40）（7K15）」、J-775「BMW 218iアクティブツアラー

（F45）（2A15）」では、各車種の構造情報についてより詳しく掲載しています。  

 

（1）特定部位の地上高（単位：㎜） 

■車高や部品レイアウトに応じて、ナンバープレート取付け位置やテールライトの高さが異なる。 

■バンパ下端の高さは、3車種ともほぼ同じ高さ。 

 

（2）リヤバンパ周辺の構造や部品レイアウト 

※：自研センターで塗装指数作成用に計測した面積です。  

２１８ｄアクティブツアラー（Ｕ０６） １１８ｉ（Ｆ４０） ２１８ｉアクティブツアラー（Ｆ４５）

①ｽｲｯﾁ部ﾊﾟﾈﾙ下端 915 880 960

②ﾅﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ
取付ﾎﾞﾙﾄ

870 835 925

③ﾃｰﾙﾗｲﾄ上部と
ﾘﾔﾌｪﾝﾀﾞ端部

1015 940 1070

④ﾊﾞﾝﾊﾟ下端 320 320 315

⑤ﾃｰﾙﾗｲﾄ下部
ﾘﾔﾌｪﾝﾀﾞとﾘﾔﾊﾞﾝﾊﾟ端部

885 800 855

⑥ﾎｲｰﾙｱｰﾁ上部 720 690 705

⑦ﾌｨﾗﾘｯﾄﾞ下端 880 855 875

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

２１８ｄアクティブツアラー（Ｕ０６） １１８ｉ（Ｆ４０） ２１８ｉアクティブツアラー（Ｆ４５）

リフレクタ ● ●
ロアバンパトリムパネル ● ●
モデルプレートの位置 テールゲート下端 テールライト上部 テールライト上部中央寄り
排気口が見える ● ●
超音波センサ ●(6個） ●(6個） ●(4個）

テールゲート面積（ｄ㎡）※ 104 85 110
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■218d と 118iは M Sportモデルのため、バンパカバーのデザインがスポーティでロアバンパトリム

カバーが取付けられている。 

■218d のモデルプレートはテールゲートの右下側でリヤバンパに近い位置に貼付けられている。 

■218d は排気口が下を向いているおり、後方から見えないレイアウトとなっている。 

■前型 218iはリヤワイパがテールゲートの上方に取付けられている。 

 

（3）リヤバンパトリムパネル取外し後のレイアウト 

■３車種とも、リヤバンパトリムパネルを取外す際はバンパ側の超音波センサでコネクタを切離し、

ハーネスをボデー側に残す。前型 218iはテールライトを取外す必要あり。 

■３車種とも、リヤキャリアに切欠きあるいは溝が設けてありクラッシュボックス部が潰れやすい構

造。 

■トーイングフックの取付け部は 3車種とも右側に配置されている。118iはリヤキャリアの穴を通し

て、クラッシュボックス部に取付ける構造で、218d と前型 218iはリヤキャリアに取付ける構造と

なっているため、潰れ方の傾向が異なると考えられる。 

■218d と 118iはオートマチックテールゲートオペレーションが装備されているため、センサおよび

コントロールユニットがリヤキャリア下部に配置されている。 

 

（4）サイドのレイアウト 

  

２１８ｄアクティブツアラー（Ｕ０６） １１８ｉ（Ｆ４０） ２１８ｉアクティブツアラー（Ｆ４５）

２１８ｄアクティブツアラー（Ｕ０６） １１８ｉ（Ｆ４０） ２１８ｉアクティブツアラー（Ｆ４５）
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■ドアハンドルは 218d がフラップタイプ（フラッシュ・ハンドル）でプレスライン下に配置、118i

と前型 218i はグリップタイプで 118i はプレスライン上、前型 218i はプレスライン上側に配置さ

れている。 

■218d はフロントドアの前側に固定ガラスを配置、前型 218iは Aピラー側に配置されている。 

■218d、118iはリヤフェンダ側に固定ガラスが配置されている。 

■ドアミラーは 118i、前型 218iはドアパネル上部のサッシュ部、218d はドアパネル部に取付けられ

ている。 

■218d、118iはモジュールタイプ、F45はサービスホールカバータイプを採用。 

■3車種ともサイドシルカバーが取付けられている。 

 

（5）下回りのレイアウト 

■118i と前型 218i はリヤマフラ（消音器）上部のボデー側にヒートインシュレータが配置されてい

るが、218d には取付けられていない。 

■218d はディーゼルエンジンの排ガス対策として尿素を使用するため、尿素用の SCRタンクアクテ

ィブがトランクルームフロアに配置されている。 

■118iは一体構造のクロスストラット、218d と前型 218iは左右分割タイプのリヤトーションバーが

取付けられている。 

  

２１８ｄアクティブツアラー（Ｕ０６） １１８ｉ（Ｆ４０） ２１８ｉアクティブツアラー（Ｆ４５）

エンジン型式 B47C20B B38A15A B38A15A
燃料 軽油 ガソリン ガソリン
タンク容量（ℓ） 54 50 51
リヤサスペンション マルチリンク式 マルチリンク式 マルチリンク式
最小回転半径（m） 5.4 5.7 5.5

クロスストラット 
リヤトーションバー リヤトーションバー 
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7．おわりに 

今回紹介した内容については、モデルイヤーにより部品補給や作業方法が変更される場合があります

ので、修理の見積りや作業におきましては最新の情報を確認してください。 

また、ビー・エム・ダブリュー株式会社では、作業によって専用のワークショップインフォメーショ

ンシステムや SST などを指定しており、該当部位の作業が必要な場合は「認定ボディショップ」へ

の入庫を推奨しています。 

なお、2024年 3月発刊の構造調査シリーズ 「J-951 BMW 218d アクティブツアラー（U06）

（22BY20）」では、構造情報や指数の作業範囲について詳しく掲載しておりますので、併せてご活

用ください。 

 

 

 

 




